
平成２９年度・平成３０年度の主な取組（島田市） 

平成２９年度実施 平成３０年度予定 

○住民の防災意識向上のための取組 
●防災チャレンジ運動会の開催（10/15） 
 ・ 市内小学生を対象に開催し、４６名が 
      参加 
 ・ 土のう積上げ競争、防災クイズ、 
    担架を使っての搬送リレー等を実施 
 ・ 消防、警察、自衛隊特殊車両を展示 
 
●島田第四小学校での防災教育試行授業を実施 
 ・ ５年生の児童を対象に学校の教員による 
  「水害から命を守るため」の授業を実施 
 ・ 市内の他の小学校にも広げるため、 
   校長会にて概要説明の実施 
 ・ 平成30年度中学校における試行授業 
   実施校を選定（島田第二中学校） 
 
 
 
・ ヤフー防災速報メール等伝達手段の多重化 
・ 雨量基準により自治会長への注意喚起の電話連絡 
 
 
 
●水防訓練の実施（6/11） 
 ・ 島田市消防団員223名 自主防災組織63名が参加 
 ・ 土のう準備工、月の輪工法、 
   シート張り工法、改良積み土のう 
    工法、積み土のう工法の実施 
 ・ 国交省、消防、自衛隊車両及び 
    資機材の展示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

○住民の防災意識向上のための取組 

 ●市内小学校での防災教育授業を実施 
  ・ 小学校へのアンケートにより平成30年度実施校を決定 
 
 ●島田第二中学校での防災教育試行授業の実施 
  ・ ２年生を対象とし、３学期に実施予定 
  
 ●第３回防災チャレンジ運動会の開催 
  ・ 昨年度に引き続き開催する 
   （１１月３日開催予定） 
  ・ 市内の小学生を対象に防災に関する 
   競技を通して知識と意識の向上を図る 

○逃げ遅れゼロのための取組 
 ●要配慮者利用施設避難確保計画の作成支援 
 ・ 対象施設を地域防災計画に記載 
 ・ 各施設に対して計画作成のためのワークシートを配布 
 ・ 簡易水位センサーによる水位観測の実証実験 
  
 
 
 ●水防訓練の継続実施 
 ・  各種土のう工法の訓練を継続実施 
    することで消防団、自主防災組織の 
    技術と意識の向上を図る 
 ・  静岡河川事務所の協力のもと、 
   市職員による排水ポンプ車操作及び 
   消防団の水のう設置訓練を新たに 
   実施する 

○逃げ遅れゼロのための取組 

○社会経済被害の最小化のための取組 

資料４ 

○社会経済被害の最小化のための取組 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（焼津市） 

平成２９年度実施 平成３０年度予定 

○住民の防災意識向上のための取組 ○逃げ遅れゼロのための取組 

○逃げ遅れゼロのための取組 

○逃げ遅れゼロの取組 

○社会経済被害最小化の取組 

◆防災学習室『しえ～る』リニューアル(H29.3) 

風水害体験コーナー 
CG映像を体験する小学生 
 

お披露目式 

風水害 
電子情報パネル 

◆水防・災害対策本部運営訓練(H28.11) 

◆CCTV映像共有化システム運用開始 
                  (H29.3) 

監視カメラの動画閲覧 
（静岡河川事務所による 
          光ｹｰﾌﾞﾙ接続） 
 

静岡河川事務所からの 
リエゾン受入れ 

避難情報発令判断 
（避難判断チーム） 

要配慮者利用施設へ情報伝達 

◆水防演習(H29.6) 

水防活動用市排水ポンプ車 
操作訓練 

ドローン操作訓練 
（災害状況把握） 

◆土のうステーションの設置 

・準用河川に監視カメラを設置 
・国・県・市の監視カメラ情報を集約 
・ホームページを開設、市民へ公開 
⇒市民の避難判断、水防活動の迅速化 

システム画面イメージ 

航空自衛隊静浜基地 
工法応援 

災害対策本部室 

・市民が迅速に洪水被害の対策がとれるよう、市内要所に   
土のうステーションを今年度から設置予定。 

土のうｽﾃｰｼｮﾝのイメージ 

◆水防監視システムの導入（H29.6運用開始） 

毎年約1,000人参加 

地元自治会関係者による 
土のう作り体験 

◆児童を対象とした防災教育の実施 

H30.9実施予定（市内小学校において） 

・静岡河川事務所が作成した教材パッケージを用いて、 
小学校での防災教育を実施予定。 

防災教育授業のイメージ 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（藤枝市） 

平成２９年度実施 平成３０年度予定 

○住民の防災意識向上のための取組 
 ●地区防災連絡会や出前講座の開催 
 ●水害・土砂災害版図上訓練の開催 
   ・自分が住んでいる地域の 
   危険箇所を再確認し、 
   手作りハザードマップを作成 
 

●水害・土砂災害に対する防災訓練の実施 
●要配慮者利用施設の避難確保計画作成に関する 
  管理者向けの説明会の実施 
●ＩｏＴを活用した水位計８基、雨量計２基の設置 

○住民の防災意識向上のための取組 

●地区防災連絡会や出前講座の実施 
 ・地震だけでなく風水害に対する防災意識を高める 
●水害・土砂災害版図上訓練の実施 
●小学生を対象とした水害に関する 
  学校防災教育の実施 
 
 

○逃げ遅れゼロのための取組 

●水害・土砂災害に対する防災訓練 
    の継続実施 
 ・避難行動要支援者の避難誘導実施 
●同報無線、キックオフメール、 
  エリアメール等伝達手段の多様化 

○逃げ遅れゼロのための取組 

○社会経済被害の最小化のための取組 
●水防訓練の実施 
 ・シート張工法、改良せき板工法 
  大型土のう工法、月の輪工法 
  木流し工法、積み土のう工法 
  土のう作り体験の実施 

○社会経済被害の最小化のための取組 
●水防訓練の継続実施 
 ・各種工法の訓練実施や 
  小学生の訓練参加による 
  学校防災教育の推進 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（牧之原市） 

平成３０年度予定 

○住民の防災意識向上のための取組 

○社会経済被害の最小化のための取組 

●防災出前講座や防災指導員養成講習会において風
水害対策の講座を行うこと 
により市民及び地域の防 
災力の向上を図る 

○洪水氾濫の未然防止・被害軽減のための取組 

●出水期前に市広報紙（ 

５月号）等を活用し風水害
対策の啓発を図る 

  

●有事の際被害軽減のた
め、消防団による水防訓練
等の実施 

●要配慮者利用施設の避
難確保計画の作成及び訓
練実施の促進 

●国、県と連携した排
水ポンプ設置訓練の
実施 
●排水計画の検証 

平成２９年度実施 

○住民の防災意識向上のための取組 

●出前講座・防災研修会の実施 

●市広報紙等による風水害対策の啓発 

○洪水氾濫の未然防止・被害軽減のための取組 

○社会経済被害の最小化のための取組 

●排水ポンプ用ホース、
排水ポンプ車の追加整備 
  

●消防団による水防訓練の実施 

広報まきのはら４月号、５月号 

防災指導員養成講習会などにおける風水害対策講座の実施 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（吉田町） 

平成２９年度実施 平成３０年度予定 

○社会経済被害の最小化のための取組 

  
●災害リスクの高い箇所を地元住民と大井川の共同点検を実施予定 
（平成３０年５月１６日（水））                              
  
●水防演習の実施 
 
 ・町消防団が参加して、土のう作成 
  等の演習を実施予定 
  
●水防訓練の実施 
 
  

○社会経済被害の最小化のための取組 

●坂口谷川の排水計画の作成 
 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●災害リスクの高い箇所を地元住民（北区自治会）と大井川の 
  共同点 検を実施（平成２９年６月２０日）                             
 
  ・北区自治会、吉田町、静岡県、静岡河川事務所が参加。 
 

○住民の防災意識向上のための取組 

 
●町広報誌による洪水情報配信
メールの周知 
 
 
・広報よしだ５月号に掲載 
  

○住民の防災意識向上のための取組 

 
●よしだ防災メールの周知 
 
・登録したメールアドレスに町
の気象情報など災害に関す
る情報を、お知らせするサー
ビス。 
 １１月３日開催の小山城ま
つりにて、来場者に対し登録
チラシの配布等、促進活動を
実施予定。 
  

 ・浸水被害が生じた際に、国の
排水ポンプ車等の災害対策車
両の出動要請を、迅速かつ的確
にできるよう、静岡河川事務所
と協力して排水計画を検討。 
 吉田町住吉地先における２級
河川坂口谷川水系の内水被害
に対して、排水ポンプ車等に
よって迅速に排水活動を実施す
ることを目的とした、排水計画書
を作成。 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（川根本町） 

平成２９年度実施状況 

○地域住民の防災意識向上による 
  逃げ遅れゼロのための取組 

・防災行動計画（タイムライン）ダム版を長島ダム 
 管理所、島田土木事務所と共同で作成した。 

・長島ダム管理所との定期的な情報交換により 
 連携強化を図った。 

○水害リスク情報等の共有による 
   確実な避難と被害の最小化の取組 

避難確保計画策定のため、社会福祉施設につ
いては担当課において策定のための説明会を
実施し、一部施設において計画を策定した。 

平成３０年度取組予定 

・学校の防災教育開催に向けて、教育委員会 
 および小学校長への説明を行った。 

○地域住民の防災意識向上による 
  逃げ遅れゼロのための取組 
・住民の方が、長島ダムの役割、特に洪水調整 
 について正しい理解を得れるよう、長島ダム 
 管理所と共同で広報等を行う。 

・町立中川根中央小学校で開催予定の防災教 
  育に対し協力を行う。 

○水害リスク情報等の共有による 
   確実な避難と被害の最小化の取組 
避難確保計画策定のため、情報提供を行う。 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（静岡県中部地域局） 

平成２９年度実施 平成３０年度予定 

○逃げ遅れゼロのための取組 

市町職員を対象に、防災情報の取扱いや避難勧告等の発令判断、
国・県と連携した対策の実施など防災能力のスキルアップを目的に、
実践的なロールプレイング形式による訓練を実施した。 

１ 市町風水害版図上訓練の実施（平成２９年８月１０日）   

   コントローラー（統制） 
静岡河川事務所、静岡地方気象台、 
陸上自衛隊第34普通科連隊(リエゾン） 
県危機対策課、静岡土木事務所、 
島田土木事務所、中部危機管理局 

 プレイヤー（演習者） 
静岡市、島田市、焼津市、 
藤枝市、牧之原市、吉田町、 
川根本町 

２ 避難勧告等の発令に関する意見交換会の実施（平成30年3月22日） 

“避難勧告等の適切な発令”や“住民に避難行動の理解を促す”を
テーマに意見交換会を実施し、情報の共有を図るとともに、各機関が
改善すべき課題の確認を行った。 

＜参加機関＞  
  島田市、焼津市、藤枝市、 
  牧之原市、吉田町、川根本町 
  静岡河川事務所、長島ダム管理所、 
  県危機対策課、県河川企画課、 
  島田土木事務所、、中部危機管理局 

２ 避難勧告等の発令に関する意見交換会の実施 

市町の抱える課題の解決や、国や県による市町への助言・支援体
制の強化を図るとともに、“顔の見える関係づくり”を目的に関係機
関が一堂に会した意見交換会を開催する。 

○逃げ遅れゼロのための取組 
１ 市町風水害版図上訓練の実施 

平成29年度の訓練の検証結果を踏まえ、市町職員の防災能力の更
なるスキルアップを目指し、風水害版図上訓練を実施する。 

○住民の防災意識向上のための取組 

２ 水防災に関する防災教育の推進 

地震・津波を中心に進めてきた「防災出
前講座」において、近年、全国で多発し
ている風水害について啓発を進める。 

中部地域局の担当である藤枝市、吉田
町で防災教育を推進する。 

６月20日(水）、藤枝市の藤岡小学校にお
いて、市教育研究会の研修授業で、教
員による “教材パッケージ”を使用した授
業を実施する。中部地域局では、職員に
よる模範授業と、当日のサポートを行う
予定である。 
 

【参考】 防災教育の実施例 

１ メールマガジンによる情報提供 
中部地域の企業等（約600件）に毎月、防災
情報のメールマガジン「中部防災ニュース」を
発信しており、この中で、水害や土砂災害の
啓発等に関する情報の発信を行う。 

メールマガジン 



平成29年度・平成30年度の主な取組（静岡県島田土木事務所） 

平成29年度実施 

○確実な避難勧告の発令に向けた取組 
１ ホットライン訓練の実施（平成29年６月29日）   

 島田土木事務所長と管内各市町長とのホットライン体制を構築し、
ホットライン体制の相互確認のための訓練を実施した。 

発信者 
 島田土木 石垣前所長 

受信者 
 藤枝市 北村市長 

○避難行動を促す取組 
２ 児童・生徒への水防災教育の実施（平成29年８月２日）   

 大井川「川まつり」に水ビジョンブースを新設し、水害映像の提供、
等身大パネルによる浸水深の確認、雨量計の仕組み体験や水防
災クイズなどを実施した。（静岡河川、気象台、旧中部危機管理局） 

賑わいを見せるブース 水害映像に興味深々な児童・生徒 

○水防災意識社会再構築のための取組 
３ 県版「取組方針」の策定（平成30年１月26日）   

 平成29年５月及び12月の幹事会を経て、第２回 志太榛原地域豪
雨災害減災協議会を開催し、本地域の取組方針を策定した。 

○要配慮者利用施設における確実な避難に  
   向けた取組 
４ 管内市町担当者向け研修会を開催（平成30年１月31日）   

 要配慮者利用施設の避難確保計画策定の推進に向け、連携が
必要な福祉部局、教育部局も対象にした研修会を実施した。 

熱心に聴講する参加者の方々 

会  場 焼津市役所アトレ庁舎 
      ３階大集会室 
参加者 63名 
講  師 県健康福祉部 政策監 
       県交通基盤部 土木防災課 
       県交通基盤部 砂防課 
※ 近隣土木事務所管内市町の出席有 

志太榛原地域豪雨災害減災協議会 各取組の進捗管理表 



平成29年度・平成30年度の主な取組（静岡県島田土木事務所） 

平成30年度予定 

○避難行動を促す取組 
１ 水害・土砂災害の出前講座の実施（平成30年５月10日）   
 地域の危険箇所や避難経路を確認するための手作りハザード
マップの作成など、適切な避難のための出前講座を実施した。 
（藤枝市立岡部中学校 １年生 72名） 

水害・土砂災害映像の放映 各班にて手作りＨＭの作成 

○水害リスク情報等の共有に向けた取組 
２ 想定最大規模の洪水浸水想定区域図の指定・公表   

【萩間川】洪水浸水想定区域図（平成29年12月26日）指定・公表済 

河川名 想定最大規模 計画規模

大井川（直轄）

萩間川

瀬戸川

朝比奈川

葉梨川

湯日川

栃山川

木屋川

坂口谷川

勝間田川

大井川（指定区間）

公表済

平成30年度中

公表予定

公表済

近日公表予定

進捗状況表 

○水害リスク情報等の共有に向けた取組 
３ 危機管理型水位計及び監視カメラの設置   

川根長尾川 

尾川 
 東光寺谷川 

相賀谷川 

笹間川 

泉川 

市場川   岡部川 

須々木川 

新堀川 
   伊太谷川 

内瀬戸谷川 

★ 

★ 

★ 

★ 

高草川 
石脇川 
小石川 
黒石川 
 
成案寺川 

     凡  例 

 黒字：水位計設置済河川 
 赤字：水位計設置予定河川 
 青★：監視カメラ設置予定箇所 

○監視カメラ設置 
 既設 他31河川 

 ＋大津谷川、大代川 
  瀬戸川、志太田中川 

 
 ＝計35河川体制へ  

○危機管理型水位計設置 
既設14河川 ＋17河川 

 
 ＝計33河川体制へ  

藤枝市（その他） 
○危機管理型水位計設置 

朝比奈川、葉梨川 
栃山川、東光寺谷川 

  
＝４基新設済 



平成２９年度の取組（静岡地方気象台） 

危険度分布の提供等の防災気象情報の改善 静岡地方気象台 

土砂災害 大雨（浸水害） 

洪水  これらの「危険度分布」の
ほか、「警報級の可能性」、
「危険度を色分けした時系
列」を提供開始。 

 「いつ」、「どこ」が危険なの
かをわかりやすく。 



平成３０年度の取組（静岡地方気象台） 

気象防災対応支援チームの創設 静岡地方気象台 

○市町村等の防災対応の支援を強化すべく、災害が発生した（又は発生が予想される）場合に、都道
府県や市町村の災害対策本部等へ気象庁防災対応支援チーム(JETT)として気象庁職員を派遣。国土
交通省のTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の一員として活動。 

○現場のニーズや各機関の活動状況を踏まえ、気象等のきめ細かな解説を行うことなどにより、地方
公共団体や各関係機関の防災対応を支援。 

○平成３０年５月１日に正式発足。 

○○市災害対策本部 

静岡県 

地方出先機関 

静岡地方気象台 

東京管区気象台 
（支援チーム本部） 

近隣の気象台 

災害時等、都道府県や市町村等へ職
員を派遣 

近隣の気象台 

救助活動、捜索活動、復旧活動等でいろいろな
局面で必要となる活動の判断を気象状況の解
説で支援 

指示 

指示 

指示 

チームで対応 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（長島ダム管理所） 

平成２９年度実施 平成３０年度予定 

○住民の防災意識向上のための取組 

○逃げ遅れゼロのための取組 

長島ダム管理所と川根本
町及び島田土木事務所
が共同で、防災行動計画
（タイムライン）ダム版の
作成を行った。 

○ダムの機能を最大限活用する 
                運用方法の取組 

洪水時に下流の被害を軽減するため、ダムの
機能を最大限活用する洪水調節方法の導入に
向けた検討を実施した。 

長島ダムの役割（治水効果）を地
域住民に理解してもらうため、川根
本町と共同で広報を実施した。 

○地域住民の防災意識向上による 
  逃げ遅れゼロのための取組 

・地域住民に長島ダムの役割（洪水調節）を理
解していただき、ダムだけでは対応出来ない事
態に備え、川根本町との防災強化を図りつつ、
適切な避難の必要性について啓発を行っていく。 

　

　

　　

別表 本則操作から特別防災操作へ移行する際の判断と移行承認手続きフロー

(2) 【次期洪水の恐れがない】

(移行判断の目安)

洪水調節によって貯留した容量を制限水位まで低下させるまでの期間に、次の洪水の発生が無いことを予測できるか。

予想方法 週間天気予報

確認項目 ①週間天気予報（参考）

② ピンポイント天気予報（参考）

･ ２４時間先までの累加雨量（参考）

確認内容 ①降水確率、信頼度、降水量の合計、週間天気予報に関するコメントの内容を確認
②降水確率、天気概況

(1) 下流河川で氾濫の恐れ

特別防災操作の検討に着手

(2) 次期洪水の恐れがないか

(3) 洪水の終了が見通せるか
(4) 残貯水容量に余裕があるか

(5) 放流量の検討

下流河川管理者又は自治体よりダム放
流量の減量要請

(6)放流計画のチェック

見直し・調整

本
則
操
作
を
実
施

特
別
防
災
操
作
中
止
の
承
認

た
だ
し
書
き
操
作
の
検
討

特別防災操作の実施

随時、放流量の見直し

特別防災操作への移行
承認申請

(3) 【洪水の終了が見通せる】

(移行判断の目安)
現洪水の雨量ピーク時点を予測することができるか。また、その後、次の雨域が無いことを確認できるか。
予測方法

①雨量ピーク付近の予測
・統一河川情報(参考）
②雨量ピーク時点の雨域確認
・ レーダー・ナウキャスト（参考）

確認項目 ①雨量ピーク時点付近では、さらに詳細に雨量ピーク時点を予測
②ダム流域から雨域が外れたことを確認し、その後まとまった雨域が無いことを確認

(4) 【残貯水容量に余裕がある】

チェックシートを基に、特別防災操作移行時点の放流を継続した場合、残貯水容量に余裕があるか確認。

①予測時間内流入量算定（遅延時間内雨量＋6時間予測雨量）
②現在の空容量相当雨量算定
③予測時間内貯留量算定（①予測時間内流入量-予測時間分放流量）

④現放流量を継続した場合の適応操作実施判断

YES

NO

YES

NO

OK

NO
OK

随時、見直し

所長→局長

(5) 【放流量の検討】

チェックシートを基に、特別防災操作移行時点の放流量からカット可能な放流量を検討する。

①予測時間内放流容量（雨量換算）確認（予測時間内流入量-現在の空容量）
②予測時間内放流容量（雨量換算）を放流量に変換

③ダムからの放流量を算出

④放流カット量から下流低減効果をチェック

(6) 【放流計画のチェック】

次期洪水の発生、今後の洪水の見通し、残貯水容量に余裕がある、ダムからの放流カット量について最終確認を行う。

ダムからの放流量は下流水位、被災状況と残貯水容量を見て随時見直しながら決定するが、その最大放流量は、ダム

の実績最大流量（操作中における最大放流量）を目安とする。残貯水容量が不足する

可能性がある場合（中止）

次の場合に、適応操作の検討を開始する。
●下流河川管理者から、はん濫危険水位を超える恐れがあるとの情報提供を受けた場合。
●ダム管理者が特別防災操作の実施が必要であると判断した場合。

特別防災操作の終了

下流の状況により適応操作の必要
がなくなった場合（終了）

(7)後期放流の実施

(7) 【後期放流の実施】

次期洪水の発生、今後の洪水の見通し、残貯水容量により、ダムからの後期放流量について確認を行う。

ダムからの放流量は下流水位、被災状況と残貯水容量を見ながら決定するが、その最大放流量は、ダムの

流量（操作中における最大放流量）を目安とする。

○ダムの機能を最大限活用する 
                運用方法の取組 

・洪水時に下流の被害を軽減するため、ダムの
機能を最大限活用する洪水調節方法の導入に
向けた検討を引き続き実施する。 

・下流河川で被害が発生
又は発生する恐れがある
場合に放流量を抑えるた
めの特別防災操作の要領
の策定を行う。 

・川根本町立中川根中央小学校で防災教育の
実施に向けてサポートを行う。 



平成２９年度・平成３０年度の主な取組（静岡河川事務所） 

（整備イメージ） 

藁科川左岸大原地区 

大井川左岸牛尾地区 

平成３０年度予定 

○ハード対策のための取組 

○住民の防災意識向上のための取組 

・教員免許更新のための講習に協議会として水防災に 
 関する講座を開設（７／２５） 

○逃げ遅れゼロのための取組 

○社会経済被害最小化のための取組 

・排水ポンプ車の操作訓練の実施 
・市町水防訓練での水のう設置訓練 

・大井川神座地区の河道掘削 
・大井川神座地区等の堤防整備のための護岸工事を実施（L=９０ｍ） 

平成２９年度実施 

○逃げ遅れゼロのための取組 

○住民の防災意識向上のための取組 

・関係機関と調整をしながら「土のうステーションの検討」「水
防団等との意見交換会」等の取組を実施 

○ハード対策のための取組 

○社会経済被害最小化のための取組 

・大井川神座地区等に堤防整備の
ための護岸工事を実施 

・想定最大規模の氾濫シミュレーションの公表 
・島田第四小学校で防災教育試行授業を実施 
・中学校での防災教育 資料を大学生と作成 

・大井川の洪水時に緊急速報メール の配信 
 を開始（５／１～） 
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成に 
 向けた取組を実施 

H29年度 
50m延伸 

修正 

・要配慮者利用施設の 
避難確保計画に基づく訓練 

新東名高速道路 

 

大井川 

河道掘削 
 V=11,000m3 

牛尾地区 

牛尾山 


